（様式１－５）
矢祭町　地域魅力向上・発信事業計画に基づく事業　個票
令和５年５月２日時点
※本様式は１－３,１－４に記載した事業ごとに記載してください。
	NO.
	1
	事業名
	矢祭町農産品販売を通した矢祭町PR事業
	事業番号
	A　-　1

	事業実施主体
	矢祭町
	総交付対象事業費
	14,439千円

	既配分額
	2,986千円
	当該年度交付対象事業費
	11,453千円

	経費区分ごとの費用

	一　地域の魅力向上・発信事業①情報
	

	1 情報発信事業
	小計　11,453千円

	ⅰ）風評動向調査
	千円

	ⅱ）体験等企画実施
	千円

	ⅲ）情報発信コンテンツ作成
	11,453千円

	ⅳ）ポータルサイト構築
	千円

	②外部人材活用
	小計　　　　 千円

	ⅰ）企画立案のための外部人材の活用
	千円

	ⅱ）地域の語り部の育成
	千円

	二　関連施設の改修
	

	地域の魅力発信事業と一体的に行うための関連施設の改修
	千円

	風評の払拭に関する目標

	令和8年度観光客入込み数：112,050人（事業開始前（令和4年）107,050人から5,000人増）

	事業概要

	事業実施主体
	矢祭町

	主な企画内容
	福島の風評被害の払拭と矢祭町の魅力を都内に発信することを目的として、首都圏を中心に町の知名度を高めるようなＰＲ事業をＪＲや雑誌社等と連携して実施する。

	主な事業の実施場所
	東京23区を中心とした首都圏

	事業の実施期間
	[bookmark: _GoBack]令和5年9月～令和8年3月

	企画内容

	【現状・課題】

	＜現状＞
○Ｒ４年度消費者庁実施「消費者意識の実態調査(第16回)」において、放射性物質を理由に購入をためらう産地として福島県と回答した人の割合は5.8%、「被災地を中心とした東北」と回答した人の割合は3.8%となっている。減少傾向にあるものの、R4年度に実施した販売会においても、「福島県」と聞くとその場を立ち去る方も一定数おり、根強い抵抗感がある。また、今年はＡＬＰＳ処理水の海洋放出も予定されており、さらなる風評被害が発生するおそれがある。これらの厳しい現状への対応策として、継続的な風評払拭策と、安全対策をPRしていくことが必須と感じている。

＜課題＞
○放射能という目に見えない恐怖に対して、安心安全を地元生産者がどのように安全安心を伝えるか。
〇今夏から実施予定のＡＬＰＳ処理水の海洋放出に伴うさらなる風評被害の発生・拡大を懸念している。
○「もったいない市場」を通じて都内城南地区・城東地区には固定のファンがおり、直売会は継続的に実施しているものの販売に追われている現状で、消費者とのコミュニケーション（新規顧客開拓等）が出来ていない。
〇ゆず、ラズベリー、減農薬の安全安心の野菜等、他市町村に負けない商品群はあるものの、町として統一したブランディング等を実施してきたことがない。売りたいモノを売っているだけという現状。
○福島県事業「ふくしまプライド農産物販売力強化支援」を活用し、ＰＲ・販売等を開催してきているもの
の、県内市町村との合同販売会の場合、残念ながら矢祭町の知名度は非常に低いため埋没してしまう。
＊知名度調査：149名中107名が「初めて聞いた」と回答（R2年度矢祭ファンミーティング(於KITTE)で実施）
＊2022.12.1～12.3販売会でのアンケート内容（回答数300件）
・矢祭町をご存知ですか？：
⇒初めて聞いた：201件（67%が初めて聞いたと回答）
　・生産者が直接農産品を販売することに対して：
　　⇒機会があれば産品を購入したい：223件（74%が交流を持つことで農産品の購入意思あり）
　・矢祭町に好意を抱いた人の割合：
　　⇒86%の方が直接の交流機会を持つことで、好意を抱いていただけることが判明


	【課題に対するこれまでの取組と成果】

	○令和４年度事業では、品川駅構内で農産物の直売会、ならびに生産者の農産品に対する「想い」に焦点を当てたＰＲ事業を実施した。
〇矢祭町として首都圏で初めて実施した葉物野菜等の農産物の販売会において、ＪＲからは1日３０万円以上の売上を求められていたところ、結果として３日間合計１８０万円を超える売り上げを達成した。
〇生産者が直接消費者に矢祭野菜の美味しさ、安全性を訴求したことが売り上げを伸ばした要因と思われる。
〇その中でも特に矢祭産（国産）ラズベリーを使用した洋菓子やジャムが人気だったことから、次年度は農産物の販売と共に矢祭町として生産を推奨しているベリー系（ラズベリー・ストロベリー・ブルーベリー）に焦点をあて、単なる素材供給にとどまらず、スイーツ等での活用を模索し、高付加価値商品の開発を実施することで、さらなる魅力発信に繋げたい。

	【今年度事業における具体的な取組内容】

	実施期間：令和５年１１月～Ｒ６年１月
実施体制：矢祭町、矢祭町特産品開発協議会、一般社団法人ＣＳＶ開発機構（委託事業者）
概算費用：11,453千円
取組内容：
1 矢祭ベリーベリーフェア（エキュート上野）：Ｒ５年１１月上旬頃（１週間実施予定）
　矢祭町が最も推すラズベリーを中心に、ストロベリー・ブルーベリーを使用したスイーツの開発＋販売
　矢祭町の一押し農産品のラズベリーに焦点をあて、上野駅構内(エキュート上野等)のスイーツ店に協力を依頼し、「矢祭ベリーベリーフェア(仮称)」を開催する。ラズベリーのみならず、ブルーベリー・ストロベリー等との饗宴で、矢祭らしさあふれるスイーツを開発いただき、エキュート上野で販売する。

2 カラフルスイーツフェア（エキュート品川）：Ｒ６年1月上旬頃（１週間実施予定）
　1月に旬を迎えるストロベリー(赤)・ゆず(黄)・キウイ(緑)の味と色を生かしたスイーツの開発＋販売
　いちごと同時期に旬を迎えるゆず・キウイを活用し、いちご(赤)・ゆず(黄)・キウイ(緑)の色や味を生かしたオリジナルスイーツをエキュート品川のスイーツ店に開発いただき、「カラフルスイーツフェア(仮称)」を開催する。矢祭町の農産品の奥深さを「知っていただく」とともに、スイーツを「食べていただき」、矢祭町へ「来ていただく」きっかけを創る。
　また、③及び④のイベントと合わせて実施することで、より事業の効果を高める仕掛けとしている。
矢祭ベリーベリーフェア及びカラフルスイーツフェアで開発した商品は、矢祭町内での生産・販売も検討する。

3 いちごフェア（エキュート品川）
上記②に合わせて、エキュート品川が実施するいちごフェアにおいて、福島県が推奨する「ふくはる香」等を提供し消費者になじみのある「いちご」をメインにしたスイーツの開発・販売を行う。エキュート店舗の商品開発力・PR力を活用し、福島産農産品の魅力発信を行う。

4 「もったいない市場品川販売会」（エキュート品川）
　農産品と生産者双方に焦点を当てた生鮮農産品の販売イベント「もったいない市場品川販売会」を実施
ＪＲ駅構内（品川駅予定）で、スイーツ(高付加価値加工品)のエキュート内店舗販売と併せた立体的な農産品プロモーションを実施する。矢祭町へのアクセス(常磐線)が可能な上野駅・品川駅で観光パンフレットの配布等を行うなど「来ていただく」仕掛けを実施する。
多くの生産者が自ら参加し、来場者と直接コミュニケーションを行いながら、最高の味を醸し出す「採れたて野菜」の販売及びＰＲ用パンフレットの配布を行う。ＰＲ用パンフレットの内容は、事前に生産者に取材を行い、矢祭町の誇る農産品の魅力や生産者の想いを盛り込んだものとし、プロモーションの中で生産者等から直接配布することで、矢祭町の農産品の魅力や安心安全に関するイメージの向上と矢祭町の印象の向上の効果の増大を図る。
併せて、来場者とのコミュニケーションの中で、福島産品への安心・安全に関する実際の状況を直接伝えることで風評払拭を図るとともに、来場者の農産品や食に関する嗜好についても聴取し、後記のアンケート調査と合わせて風評払拭及び矢祭町ブランドの確立に役立つ情報を収集の機会とする。
カラフルスイーツフェア、いちごフェアにあわせることで、単体の販売会より強い集客・販売が見込める。単なる販売会にとどまらず、福島産品の安全安心をＰＲすることで風評払拭の相乗効果を狙う。

5 駅構内デジタルサイネージ、山手線・横須賀線・総武線の列車内広告による安全安心の農産品啓発
　農家が安全安心・美味しさにこだわり、どのように農作物生産に携わっているかを紹介する動画を作成し、首都圏から矢祭町にアクセスするために利用する山手線・横須賀線・総武線の駅構内でのデジタルサイネージや列車内広告で配信することで、生産者の人柄の魅力とあわせて魅力発信を行う。
＊　山手線利用者：1千万人 / 週、乗降客数：上野駅37.6万人 / 品川駅76.6万人

6 福島県農産品の拡大に向けた消費者意識を調査するアンケートを実施
　プロモーションの中で、来場者アンケートを実施する。アンケートは、販売イベントで取り扱った産品に対する印象や次回開催における要望等、プロモーションの改善に関する項目に加え、矢祭町に対するイメージや、矢祭町産品の魅力、安心・安全に関する意識調査も行うことを目的として実施する。
プロモーション終了後、来場者から直接聴取した情報と前記のアンケート調査の結果を分析し、次年度以降の事業展開に活用する。調査結果の分析は、生産者、役場、矢祭町特産品開発協議会(もったいない市場)が一体となって行い、「東北の勝手口」(都内から2.5時間)である地理的メリットを生かした今後の町産品のマーケティング戦略 (強化商品の選定等)の立案や魅力発信構想のロードマップを策定する。

	【今年度事業における目標】

	【アウトプット】
1 「矢祭ベリーベリーフェア」の開催：1回
2 「カラフルスイーツフェア」の開催：1回
3 「いちごフェア」の開催：1回
4 「もったいない市場品川販売会」の実施：1回
5 農産品生産者のこだわりパンフレット配布数：1500枚

【アウトカム】
1 「矢祭ベリーベリーフェア」：700食販売
2 「カラフルスイーツフェア」：700食販売
3 「いちごフェア」：700食販売
4 「もったいない市場品川販売会」：来場者500組、販売額150万円　＊4年度実績から推計
5 アンケート調査において矢祭町の産品について安心・安全のイメージが向上した者の割合：80%

	【今年度事業の実施により得られる効果】

	○他市町村に負けない、時代とマッチしたブランディングを首都圏を中心とした県外に発信し、国内外に影響を与えるきっかけに繋げるとともに、次年度以降に本格的に構想を展開するための戦略や分析に生きる回答を得ることができる。


	【次年度以降の取組】

	(1)矢祭町魅力発信事業
①矢祭産品の首都圏展開
・水郡線を活用した農産品の輸送・販売／首都圏で売れる商品開発
・首都圏等ＪＲエキナカを活用した生産者自らによる農産品販売
②おもてなし料理（田舎料理・矢祭産品活用）の提供
・旬のメニューの確立
・提供施設の整備
(2)もったいないのブランド化
①もったいない＝生きる知恵を次世代に継承
・経済の豊かさだけではないWell-Beingな生き方の実践
・SDGs時代の新しい生き方・働き方の提案　※ワーケーション等




